
熱
中
症
に
注
意

が
、

限
度
を
超
す
と
体
内
の
塩
分
喪
失
の
症

が
促
進
し
、

機
能
維
持
を
図
ろ
う
と
し
ま
す

安

全

管

理

活

動

事

例

発

表

ヒ
ヤ
リ
体
験
談

各
現
場
で
の
安
全
対
策
又
は

日
（

月
）

郡
山
ユ
ラ
ッ

ク
ス
熱
海
で
行
っ

て

る
安
全
管
理
活
動
の
事
例
発
表
を
、

六
月
七

　
交
差
点
部
の
施
工
に
お
い
て
、

作
業
員
は

発
展
を
続
け
、

よ
り
豊
か
な
経
済
・
社
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
に

き
ま
し
た
。

聴
衆
二
〇
〇
人
を
超
え
る
会
場

で
、

武
田
品
質
安
全
管
理
部
長
、

会
田
総
務

が
圧
倒
的
に
多
い
で
す

じ
め
通
行
車
両
、

第
三
者
の
事
故
も
無
く
完

所
で
長
い
時
間
過
ご
し
、

さ
ら
に
作
業
や
運

動
が
加
わ
る
と
、

皮
下
血
管
の
拡
張
や
発
汗

て
頂
き
た
い
。

安
全
対
策
を
図
っ

て
労
働
災
害
防
止
に
努
め

防
止
は
必
要
不
可
欠
な
た
め
、

な
お
一
層
の

実
現
に
貢
献
し
て
い
く
た
め
に
、

労
働
災
害

障
害
を
招
き
ま
す
。

　
熱
中
症
と
は
、

高
温
・
高
湿
・
高
熱
の
場

月
で
す
が
、

特
に
八
月

発
生
時
期
は
五
月
〜

九

る
と
と
も
に
、

広
く
一
般
の
安
全
意
識
の
高

揚
と
安
全
活
動
の
定
着
を
図
る
こ
と
」

を
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
健

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
我
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
の

全
国
安
全
週
間

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

建
設
産
業
が

に
あ
り
ま
し
て
も
労
働
災
害
は
絶
対
に
あ
っ

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

い
か
な
る
状
況

公
共
工
事
の
見
直
し
等
に
よ
り
、

極
め
て
厳

的
に
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

労
働

は
三
〇
六
人
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、

建

一
七
人
減
少
、

四
日
以
上
の
死
傷
病
災
害
者

災
害
発
生
状
況
で
は
、

死
亡
者
が
前
年
よ
り

五
四
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

県
内
の
労
働

お
り
、

労
災
保
険
新
規
受
給
者
数
は
年
間
約

今
な
お
千
人
を
超
え
る
尊
い
命
が
失
わ
れ
て

け
て
を
か
言
葉

災
害
は
長
期
的
に
は
減
少
し
て
き
て
い
る
が

環
境
は
、

不
況
に
よ
る
民
間
工
事
の
減
少
、

　
こ
れ
か
ら
も
、

建
設
業
を
取
り
巻
く
経
済

五
％
と
高
い
比
率
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

設
業
の
死
傷
病
災
害
者
数
は
全
体
の
一
八
．

状
だ
け
で
な
く
、

時
に
生
命
の
危
険
を
伴
う

る
現
場
担
当
者
、

社
員
の
皆
様
に
御
礼
を
申

た
。
ま
し
頂
き

基
本
に
立
ち
返

間
の
照
明
な
ど

課
長
松
野
郡
山
労
働
基
準
監
督
署
長
、

空
閑
第
二

呼
称
の
確
認
、

整
理
整
頓
、

歩
行
者
優
先
や

労
の
後
慰

っ

て
き
ま
し
た
。

資
料
を
提
供
し
て
頂
い
た

誘
導
標
識
の
夜

し
上
げ
ま
す
。

現
場
担
当
者
、

安
全
管
理
に
取
り
組
ん
で
い

発
表
よ
り

と
思
い
ま
す
。

よ
う
に
し
た
い

と
実
施
で
き
る

ー

ン
の
配
置
、

誘
導
方
法
、

バ
リ
ケ
ー

ド
、

セ
フ
テ
ィ
ー

コ

を
持
っ

て
計
画

っ

た
安
全
意
識

危
な
い
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

左
右
の
指
差

た
。

作
業
は
、

段
差
（

三
五
、

二
〇
、

一
〇

準
協
会
よ
り
依
頼
を
受
け
、

建
設
業
に
お
け

　
全
国
安
全
週
間
に
む
け
て
、

郡
山
労
働
基

担
当
し
ま
し
た
大
山
土
木
部
長
で
す
。

　
今
回
は
、

緊
急
地
方
道
整
備
工
事
を

ケ
ー

ド
、

セ
フ
テ
ィ
ー

コ
ー

ン
に
よ
る
通
行

戸
迷
い
、

作
業
員
の
う
っ

か
り
横
断
な
ど
、

り
返
し
で
有
り
、

通
行
者
の
間
違
い
進
入
や

重
機
の
移
動
出
入
り
、

ダ
ン
プ
の
誘
導
の
繰

区
分
作
業
エ
リ
ヤ
の
切
替
、

工
事
車
、

人
員

れ
の
役
割
を
分
担
し
、

与
え
ら
れ
た
時
間
を

部
長
、

石
井
総
務
係
長
の
三
人
が
、

そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
幹

し
て
行
い
、

路
盤
、

安
定
処
理
、

基
層
、

表

５
㎝
）

を
Ａ
Ｓ
合
材
に
て
擦
り
付
け
、

バ
リ

の
企
業
に
、

皆
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
る
安

全
管
理
活
動
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン
を
行

層
と
そ
れ
ぞ
れ
四
回
毎
の
施
工
を
行
い
ま
し

作
業
エ
リ
ヤ
を
交
差
点
中
央
よ
り
四
分
割
と

了
で
き
、

皆
さ
ん
の
協
力
に
感
謝
致
し
ま
す

る
自
主
的
な
労
働
災
害
防
止
活
動
を
推
進
す

崇
高
な
基
本
理
念
の
下
、
「

産
業
界
に
お
け

実
施
さ
れ
て
以
来
、
「

人
命
尊
重
」

と
い
う

　
全
国
安
全
週
間
は
、

昭
和
三
年
に
初
め
て

有
効
に
活
用
し
、

郡
山
、

田
村
、

本
宮
管
内

安衛委　Ｎｏ１０３
平成２２年６月１４日

安全衛生推進委員会


